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データ転送装置と制御対象機器を接続する図のような機器構成において、複数の制御対象機器へのデータ転送方法に関する特許である。

データ転送装置内に、制御対象機器への転送優先順位等のデータ転送スケジュールと、転送データを記憶しておく。

従来はデータ転送装置から制御対象機器へデータを、データ転送スケジュールに基づき転送するが、制御機器サイドからデータ転送装置のスケジュール変更をすることが出来なかったので、故障などが発生した場合、データ転送装置のプログラム変更などに時間が係り、作業時間の大幅なロスが発生していた。

本発明は制御対象機器の状態により、制御対象機器から転送装置に、データ転送のスケジュール変更コードなどの情報を送ることができるようにしてある。

データ転送装置は、制御対象機器から転送スケジュールの変更コードを受取ると、記憶しているデータ転送スケジュールを変更して、制御装置にデータ転送を行う。

このようにすることにより、柔軟な制御と変更の容易さを実現できる。

　　【データ転送装置】







　　　　　　　図　データ転送方法の発明の実施例
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